
マルチプレックスPCRによる
キウイフルーツかいよう病の系統解析

キウイフルーツかいよう病菌（Psa）は、遺伝子解析によりPsa１～５の５つの系統に類
別される。愛媛県では従来からPsa１の発生が確認されており、2014年春に国内で初
めてPsa３の発生が確認されたところである。これらの系統を迅速に判別するための
マルチプレックスPCR（M-PCR）法を開発し、２回のM-PCRを行うことで、Psa１～４の
判別が可能となった。
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